
 

外外国国語語文文化化学学科科

外国語文化学科には、「外国語コミュニケーションコース」と「外国文化コース」があり、それぞれのコ

ースによって専門教育科目の履修方法が異なる。所属学生は、いずれかのコースを選択し、履修規程に基づ

いて単位を修得しなければならない。

【【卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与方方針針（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））】】

知知識識・・技技能能

（ ）日本語および外国語で伝えられる事柄を、正確に理解することができる。

（ ）多様な文化的差異を、その歴史や背景とともに理解することができる。

（ ）日本語および外国語で自分の思いや考えを伝えることができる。

思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力

（ ）日本語および外国語で伝えられる事柄を、共感的・論理的に理解することができる。

（ ）異文化と言語の学びにより、日本文化の理解を新たにすることができる。

（ ）日本語および外国語によって、効果的なコミュニケーションを行うことができる。

主主体体性性ををももっってて多多様様なな人人々々とと協協働働ししてて学学ぶぶ態態度度

（ ）文化的背景の異なる他者に対して配慮することができる。

（ ）日本文化の理解を深め、それを世界に発信することができる。

（ ）グローバル社会の諸問題に、主体的に関わることができる。

以上の教育目標を達成するために設けられた授業科目を履修して所定の単位を修得し、かつ共通教育プロ

グラムにおいて所定の単位を修得した者に、学士（文学）の学位を授与します。

【【教教育育課課程程のの編編成成・・実実施施方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））】】

科目群

卒業認定・学位授与方針（ ）

各科目群の教育目標知識・技能
思考力・判

断力 ・表現力

主体性を保持

しつつ 多様な

人々と 協働し

て学ぶ態度

専
門
基
礎
科
目

導入科目 ◎ ○ ○
今後の学修のための基礎知

識・技能を修得し、広い視

野と教養を身につける。
外国語基礎演習 ◎ ○ ○

文化基礎演習 ◎ ○ ○

専
門
応
用
科
目

外国語演習 ○ ◎ ○
英語および選択必修外国語

の運用能力を徹底的に訓練

する。

発
展
科
目

選択Ⅰ類 ◎ ○ ○ 学生一人一人が自らの進路

を熟考し、選択した進路に

沿った専門的内容を追求す

る。選択Ⅱ類 ◎ ○ ○

演
習
・
卒
業
論
文

外国語総合演習 ◎ ○ ○
これまでに学んだ知識や技

能を比較・総合し、自らの

関心や将来設計にもとづい

て、主体的に学びを深化・

発展させる。

文化総合演習 ○ ○ ◎

卒業論文 ○ ○ ◎
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【【各各ココーーススににつついいてて】】

外外国国語語ココミミュュニニケケーーシショョンンココーースス

必修外国語（英語）及び選択必修外国語（ドイツ語・フランス語・中国語）のコミュニケーション能力を

徹底的に養い、主体的な異文化コミュニケーションを実践できる人材の育成に重点が置かれる。

外外国国文文化化ココーースス

学際的・総合的に外国文化を学び、問題の所在を多角的に捉えて論理的に分析解決する能力を備え、国

際社会において主体的に活躍できる人材の育成に重点が置かれる。

【【ココーーススのの選選択択ににつついいてて】】

コースの選択は、 年次の前期履修登録時に行う。なお、 年次の前期履修登録時に、教務委員の了承を

得ることにより、コースを変更することができる。それ以降の変更は、原則として認めない。

【【卒卒業業論論文文ににつついいてて】】

卒業論文の指導教員は、 年次前期に、学科が定める手続きを経て決定する。卒業論文作成にあたって

は、 ・ 年次に、各教員が設定する卒業論文指導用オフィスアワーの時間に十分な指導を受けること。

【【カカリリキキュュララムムのの構構成成とと履履修修方方法法】】 

科目区分
コース

外国語コミュニケーション 外国文化

専門基礎科目

導入科目 単位必修 単位必修

外国語基礎演習※
単位必修 単位必修

単位以上選択必修 単位以上選択必修

文化基礎演習 単位必修

専門応用科目 外国語演習 単位以上選択必修 単位以上選択必修

発展科目
選択Ⅰ類 単位以上選択必修 単位以上選択必修

選択Ⅱ類 単位以上選択必修 単位以上選択必修

演習･卒業論文 単位必修 単位必修

合計 単位以上

※ 「ドイツ語演習Ⅰ ～Ⅱ 」「フランス語演習Ⅰ ～Ⅱ 」「中国語演習Ⅰ ～Ⅱ 」の履修は、共通教育プログラムの言

語スキル科目群「外国語」で選択必修科目として選択した外国語と同一外国語の演習とする。
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外国語コミュニケーション 外国文化

外国語文化導入演習 半期 ○ 2単位必修 2単位必修

外国文化入門 半期 ○

（ ）内のテーマが異なれ
ば同一の授業科目でも
複数履修可（ただし計4単
位まで）

英語演習ⅠA 半期 ○

英語演習ⅠB 半期 ○

英語演習ⅡA 半期 ○

英語演習ⅡB 半期 ○

英語文献演習ⅠA 半期 ○

英語文献演習ⅠB 半期 ○

英語文献演習ⅡA 半期 ○

英語文献演習ⅡB 半期 ○

ドイツ語演習ⅠA 半期 ○

ドイツ語演習ⅠB 半期 ○

ドイツ語演習ⅡA 半期 ○

ドイツ語演習ⅡB 半期 ○

フランス語演習ⅠA 半期 ○

フランス語演習ⅠB 半期 ○

フランス語演習ⅡA 半期 ○

フランス語演習ⅡB 半期 ○

中国語演習ⅠA 半期 ○

中国語演習ⅠB 半期 ○

中国語演習ⅡA 半期 ○

中国語演習ⅡB 半期 ○

英文法A 半期

英文法B 半期

英語表現A 半期 ○

英語表現B 半期 ○

ドイツ語表現A 半期 ○

ドイツ語表現B 半期 ○

フランス語表現A 半期 ○

フランス語表現B 半期 ○

中国語表現A 半期 ○

中国語表現B 半期 ○

文化基礎演習A 半期 ○

文化基礎演習B 半期 ○

英語コミュニケーション演習A 半期

英語コミュニケーション演習B 半期

ドイツ語コミュニケーション演習A 半期

ドイツ語コミュニケーション演習B 半期

フランス語コミュニケーション演習A 半期

フランス語コミュニケーション演習B 半期

中国語コミュニケーション演習A 半期

中国語コミュニケーション演習B 半期

英語展開演習A 半期

英語展開演習B 半期

ドイツ語展開演習A 半期

ドイツ語展開演習B 半期

フランス語展開演習A 半期

フランス語展開演習B 半期

中国語展開演習A 半期

中国語展開演習B 半期

（次ページに続く）

備考

4単位以上選択必修 4単位以上選択必修

4単位以上選択必修 4単位以上選択必修

履修方法

16単位必修 16単位必修

共通教育プログラム
の言語スキル科目群
「外国語」で選択必
修科目として選択し
た外国語と同一外国
語の演習

8単位選択必修

共通教育プログラム
の言語スキル科目群
「外国語」で選択必
修科目として選択し
た外国語と同一外国
語の演習

8単位選択必修

12単位以上選択必修

○

○

○

○

専
　
門
　
応
　
用
　
科
　
目

外
　
国
　
語
　
演
　
習

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

外
国
語
基
礎
演
習

○

○

文化
基礎
演習

導入
科目

8単位以上選択必修

4単位必修

科目
区分

授　業　科　目 開講 単位
開講学年

中国語学習歴(2年程度)の
ある者のみ履修可

ドイツ語学習歴(2年程度)
のある者のみ履修可

フランス語学習歴(2年程
度)のある者のみ履修可

中国語学習歴(2年程度)の
ある者のみ履修可

ドイツ語学習歴(2年程度)
のある者のみ履修可

フランス語学習歴(2年程
度)のある者のみ履修可
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外国語コミュニケーション 外国文化

英米語概論Ⅰ 半期

英米語概論Ⅱ 半期

ドイツ語研究Ⅰ 半期

ドイツ語研究Ⅱ 半期

フランス語研究Ⅰ 半期

フランス語研究Ⅱ 半期

中国語研究Ⅰ 半期

中国語研究Ⅱ 半期

日本語学Ⅰ 半期

日本語学Ⅱ 半期

ビジネス英語Ⅰ 半期

ビジネス英語Ⅱ 半期

Select  EnglishⅠ 半期

Select  EnglishⅡ 半期

比較文化論Ⅰ 半期 ○

比較文化論Ⅱ 半期 ○

英米地域文化論Ⅰ 半期 ○

英米地域文化論Ⅱ 半期 ○

ヨーロッパ地域文化論Ⅰ 半期 ○

ヨーロッパ地域文化論Ⅱ 半期 ○

中国地域文化論Ⅰ 半期 ○

中国地域文化論Ⅱ 半期 ○

外国文学Ⅰ（英） 半期

外国文学Ⅱ（米） 半期

外国文学Ⅲ（独） 半期

外国文学Ⅳ（独） 半期

外国文学Ⅴ（仏） 半期

外国文学Ⅵ（仏） 半期

外国文学Ⅶ（中） 半期

外国文学Ⅷ（中） 半期

情報文化論Ⅰ 半期

情報文化論Ⅱ 半期

外国語総合演習A 半期

外国語総合演習B 半期

文化総合演習A 半期

文化総合演習B 半期

卒業論文 通年 8単位必修 8単位必修

備考

2単位以上選択必修 4単位以上選択必修

4単位必修

2単位以上選択必修

発
　
　
展
　
　
科
　
　
目

○

○

○

○

選
択
Ⅰ
類
（

言
語
系
）

○

○

○

選
択
Ⅱ
類
（

文
化
系
）

○

○

○

○

○

科目
区分

授　業　科　目 開講 単位

4単位以上選択必修

○

○

○

○

○で示す開講学年で履修することが望ましい。ただし、履修学年に制限がない限り、当該学年以降でも履修することができる。

○

○

○

○

○

演
習
・
卒
業
論
文

4単位必修

○

○

○

○

○

○

○

○

選抜試験あり

開講学年 履修方法
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